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複数ＣＰＵのための共有メモリコンポーネント複数ＣＰＵのための共有メモリコンポーネント

ＲＴミドルウェアコンテスト
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はじめにはじめに

開発背景開発背景

ロボット市場は今後拡大
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開発コスト・運用コスト削減

☆ＡＩＢＯの成功と撤退
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◆モジュール化

ＲＴミドルウェアの利用

◆分散オブジェクト

ビジネスとしての成立

開発コスト 運用コスト削減

モジュール化の問題点モジュール化の問題点

モジュール数の粒度を細かくする

これらを引き起こしている１つの原因はデータの受け渡し

・・・モジュール間の構成が複雑化

Ｄａｔａ Ｂａｓｅ

○ データの共有化
○ オーバーヘッドが少ない
○ モジュール同期が容易化
○ データの一括管理

Universal Connection

× モジュール量∝トラフィック

ＵｎｉｖｅｒｓａｌＵｎｉｖｅｒｓａｌ Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ実装にむけてＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ実装にむけて

共有メモリを使って実現を図る

共有メモリ： ＣＰＵがメモリアドレス空間に確保する共有のメモリ領域

プロセスメモリ プロセス
共有
メモリ

メモリ

プロセスメモリ プロセス

メモリ

メモリ

問題点 複数ＣＰＵでは、共有メモリの認識を行うことが不可能

複数ＣＰＵ間でも使える共有メモリモジュール

複数ＣＰＵのための共有メモリコンポーネント複数ＣＰＵのための共有メモリコンポーネント

複数ＣＰＵ間を意識せずに使える共有メモリ機能複数ＣＰＵ間を意識せずに使える共有メモリ機能

異なるＣＰＵ間で共有メモリを同期させる

仮想的に機能を実現

同期が限りなく高速におこなえれば望む機能を実現できる
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同期を高速に行うために同期を高速に行うために

On Execute Synchronize
(Data Send)

ＲＴコンポーネントの機能を拡張する

Synchronize
(Data Receive)

処理時間 pr1 処理時間 ps1

pa1

Pa1 = pother +  pr1 + ps1 → 同期周期が遅くなる
→ 同期待ちの増加

On Execute
Synchronize (Data receive)
Synchronize (Data send)

同期周期をある程度一定化

コンポーネントの概要コンポーネントの概要

～コンポーネントの導入イメージ～コンポーネントの導入イメージ

～コンポーネントの仕様～コンポーネントの仕様

コンポーネントの導入イメージコンポーネントの導入イメージ
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どんなデータを管理しているかを把握
＋

追加するコンポーネントの依存性解
決！！

コンポーネントの概要（２）コンポーネントの概要（２）

同期ポート（送信）更新通知ポート 同期ポート(受信）

同期を行うためのポート
共有メモリコンポーネントと接続することで同期可能

共有メモリを使う
クライアントコンポーネント
から通知を出す

→ 同期を行う

IDポート

client SHM SHM

共有メモリＩＤの提供ポート
共有メモリの作成要求や、削除要求などを送るサービスポート

シーケンス図シーケンス図

/server
:Shared memory manager

/Actor
A module

Make()

/database
:Share memory

Request()

Request()

Access()

Make()

/Actor
A module

Access()

/server
:Shared memory manager

/server
:Shared memory manager

/Actor
A module
/Actor

: shm client

Inform update()

Synchronize()

作成

同期

動作実験と応用例動作実験と応用例
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共有メモリコンポーネントの同期実験（１）共有メモリコンポーネントの同期実験（１）

ＣＰＵ１のモジュール
共有メモリへ
データ書き込み
（＋読み込み）

ＣＰＵ２のモジュール

共有メモリから
データの読み込み

moviemovie

データベースコンポーネントの同期実験の解説データベースコンポーネントの同期実験の解説 コンポーネントを介した簡単なシステムコンポーネントを介した簡単なシステム

まとめと今後の課題まとめと今後の課題

まとめまとめ
コンポーネントにより、コンポーネント間の依存関コンポーネントにより、コンポーネント間の依存関
係を低減できた係を低減できた

複数のＣＰＵ間で共有メモリが利用可能になった複数のＣＰＵ間で共有メモリが利用可能になった

今後の課題今後の課題
モジュールの同期機能の検証と検討モジュールの同期機能の検証と検討
（過負荷時の挙動・同期の保証性）（過負荷時の挙動・同期の保証性）
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